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◎建 設機械の稼働 による生息状況 の変化
騒 音 ・振 動の調査結果 、地表か ら約 3 m の深 さの洞奥部 では、発生源か ら約 7 m の距離

で騒 音は最大約87．6dB（Å）、振動 は最大約60．5dBであった。 この時、洞 窟内のカグラコウモ
リについて は一斉 に飛 び立つ という ような顕著な反応は観察 され なか った。
また、建 設機械稼働 日と非稼働 日について、カ グラコウモ リの行動 を観察 し、検定 にか

けた結果 、建設作業騒 音及 び振動 によってカ グラコウモ リの行動が活発にな るとい う結 果
は待 られ なか った。 この ことか ら建 設機 械に よる作業騒音 ・振動は、 この調査で は特 にカ
ダ ラコウモ リの行動 に顕著な影響 を与 えていない と判断 され た。 しか しなが ら、騒音 ・振
動の発生 時に可聴音 が聞こえ ることがあった ことか ら、警 戒音が含まれてい る可能性 が考
え られ た。また 、出洞 個体数は、建設機 械稼働 日と翌 日で大きな変化はみ られな かった も
のの、・建設機械 稼働 日の出洞 開始時間は翌 日に比べて約30分遅 かった。

A 洞窟 では 、騒音 ・振動に長期 間 さらされた時 の影響 を考慮す ると、出産 ・哺育 の時期
にA 洞窟 の最奥部 直上付近にお いて建設作業 を実施す る と、ヤエヤマ コキクガ シラコ クモ
リの出産 ・噛育に利用 されないおそれが あると予測 され る。

D 洞窟 では、騒 音振動に長期 間さ らされた時 の影響 を考慮す ると、出産 ・哺育 の時期や
冬期 の休 眠の時期 にD 洞窟付近 で建 設作業 を行 うと、カグ ラコウモ リの出産 ・晴 育や冬期
の休眠 に利用 されないおそれがあ ると予測 され る。

◎生態系 の基盤 環境、生態系の機能 と構造の変化 に伴 う影響 の程 度
生態系 の基盤環境 の変化の予測結果 に よると、小型 コウモ リ類がね ぐらとして利用 してい
る 5 カ所 の洞窟 の うち 3 カ所 の洞 窟が消失 し、採餌 場所 の一部 と しての二次林環境 があ る
「段丘 一樹林 地 （亜高木林）」 の改変の程度は中塩度であ る。小型 コウモ リ類に利 用 されて

い る 3 カ所 のね ぐら （B 、C 、E 洞窟）が失われ、採餌場所の一部 としての二次林 が失われ、
主要 な餌場 までの移動経路の一部 の二 次林 が分断され るこ七 になる もの と予測 され る。

しか し、ね ぐら及び出産、哺育 の場 として利用 されてい る2 カ所の重要な洞 窟 （A 洞窟、
D 洞 窟）は残存 し、失われ る 3 カ所の洞窟 を利用 する′ト型 コウモ リ類 は、これ らの残存す
る 2 洞 窟を含む事業実施 区域周辺 の他 の洞 窟へ移 動できるもの と予測 されている。

一 方、主要 な採餌場 と してのイ 残丘 一樹林地 」、 「砂丘 一海岸林」 の改変はほ とん どない
が 、採餌場所 の一部 と しての二 次林が失われ 、また、主要な採餌場 への移動経 路の一部 の
ニ 次林 が分断 され ることによ り、特殊性 を指標 する小型 コウモ リ類 の餌環境 が変化す るこ
とが予 測 され る。

○出産 ・哺 育お よび
冬期 の休眠 時期 の

工事 中 の騒 音 ・振
動の影響 の低減

A 洞 窟 の最 奥部
は着 陸帯 端部 の直
下 にあ た り、 出産

・哺 育 の時期 にヤ
エ ヤマ コキ クガ シ
ラコ ウモ リの幼 獣
の コ ロニー が観 察
され て いる。 出産

・哺 育 の時期 以外
の 多 くの時期 に は・
小型 コウモ リ類 は
着 陸帯端 部 か ら直
線距 離で 100瓜以上
離れ た場 所 を利用
してい た。 また 、
D 洞 窟 は浸透 ゾー
ンⅡか ら最短で約4
Omの距 離 であ るこ
とか ら、建 設機 械

の同時 稼働 台数 の
調 整や 専 門家 の意
見 を踏 ま えて工 事
を実施す る。

○調査 項 目

・移動 状況
○調査 地点 ・範囲

・A 、D 洞窟
○調査 時期等

・工事の実施及び飛行
場 の施 設の供用後 3

～ 5 年塩度。
・榛 織装着の調査時期
は 1 月及び 3 月 。

・標 織装着 した個体 の
移 動状況は、 1 月 、
3 月、11月

○調査方法

・コウモ リの移動状 況
を確認す るた めの準
備 として、A 、 D 洞
蕎において′ト型 コウ

モ リ類に模識 を装 着
す る

・移動状況 は、 目視 ま
た は捕 獲 に よ り行
う。

土
地
又
は
工
作
物
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存
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・駐車場 等の照明施 設は誘虫性

の低 いものを使用す る。

石垣 島全体 が小型 コウモ リ
類 の生 息地 であ り、／ト型 コウ
モ リ類 の個体 数を将来 とも衰
退 させ る ことな く、維持す る
ためには事業 実施 区域周辺 の
みに とどま らず、石垣島全体
で考慮 してい く視点が重要 で
ある ことか ら、長期的な視野
で以下に示す環境保全配慮 を
行 う。な串、環境保全配慮 の
検討 ・実施に当た って は、専
門家 の指 導 ・助言 を得 な が
ら、適切 に詳 ずる もの とす る。

・人工洞 の設置
石垣島 の小型 コウモ リ類 は、
戦時 中に造 られ た人工洞 も利
用 して いる。そ こで 、事業実
施 区域周辺 の洞窟群 に生息す
るコウモ リ類の緊急避 難場所
となる洞窟 の選択肢 を増やす
ため、事業 実施 区域周 辺の′ト
型 コウモ リ類 3 種 が棲 み分 け
られ る ような人工洞を設置す
る。′ト型 コウモ リ類は、人工
洞 の設置直後か ら利用す る と
は限 らないため、可能 な限 り、
早期に設置す ることとす る。

・ボ ックスカルバー トの利用 の
た めの工夫

・真栄里 ダムの トンネル をよ り
有効 に活用す るための工夫

◎航 空機 の運航 に伴 う騒音 ・振動 による生息状況の変化
航 空機騒音 の周波数分析 では、中心周波数 1 Hz～100kHzの範 囲について調査 を行 った。

そ の結果 、′ト型 コウモ リ類 がエ コロケー シ ョンに使用す る超 音波の周波数帯が含 まれ る、
中心周波数写OkHz以上の範囲では音圧 レベル は約41～59dBで推移 する傾 向にあった。

現石垣空 港の滑走路 北側 端か ら約250mの飛行経路直下 にあるヤエヤマ コキ クガ シラ コウ
モ リの生息 が確認 され ている洞窟 において航空機の着陸及 び離陸時の騒音 ・振動 の調 査を
行 った。着陸及 び離陸時に通 過 した時の騒音は洞 口では95．9～98．4dB （A）であった。洞内で
は洞 口か ら奥に進 むにつれて騒音の値 は′トさくな り、竪 穴をお りた 中間地点及び 最奥部で
は暗騒音 と変わ らなかった。振動は 、洞 口では同機種の離陸時及 び着陸時に33．5～35．7dB
であ り、洞 内の最奥部では暗振動 と変わ らなか った。

また 、ヤエ ヤマ コキ クガシ ラコウモ リのが出産 ・哺育場 所 として利用す るA 洞 窟やカ グ
ラ コウモ リが 出産 ・哺育場所及び冬期 の休眠場所 と して利 用す るD 洞窟 では、航 空機の離
発着 に伴 う騒音や 振動は、伝搬 しない ことか ら、航 空機 の離発着 に伴 う騒音 ・振 動に起因
して A 洞 窟及び D 洞窟を利用す る小 型 コウモ リ類 の生息 状況が変化す ることはない と予測
され る。

○航空機 との衝 突
ヤエヤマ コキクガシラコウモ リ及 びカ グラコウモ リが採餌活動 を行 う場所は樹林地 内や林

縁 であ り、開 けた場所は あま り利 用 しな い。滑 走路の ような 開けた空間を採餌 場所 と して
あ ま り利用 しない と考 えられ 、航空機 との衝 突の可能性は極 めて低 い。エ ビナガ コウモ リ
は比較 的高 い高度 を飛翔す るこ とが知 られ ているが、採餌場所 が樹 林の上空 とされ るこ と
か ら、航 空機 との衝突す るおそれ は極 めて低 い と予測 され る。

○飛行場 の施 設の利用 （照明 による生息状 況の変化）

・／ト型 コ ウモ リ類の 出洞時刻 あるいは出洞時の行動の変化
A 洞窟及 びD 洞窟 につ いては洞 口周辺 の樹林が伐採 され ない こと、照明施設 は直接洞 口

を照 らす ものはな いこ とか ら、洞 口付近 の夜間の明 るさは変化 しない と予測 され 、′ト型 コ
クモ リ類の出洞時刻 や出洞時の行動は変化 しない と予測 され る。

・採 餌行動の変化
ヤエ ヤマ コキ クガシラコ ウモ リ及び カグラコ ウモ リ＿が飛翔す る場所 は樹林 内や林縁か 多

い ことか ら、樹林 がない滑走路付近 では′ト型 コウモ リ類 の採餌行動 はないもの と予測 され
る。樹林 の近 くに照明施設が ある場 合に は、誘 引 された昆虫類 を掃食す るためにヤ エヤマ

コキ クガ シラコウモ リ及びカ グラコウモ リが集ま るおそれ がある。 しか しなが ら、駐 車場
等の外 灯は誘 虫性の低い もの を使 用す るなどの事業の計画検討 に当たって誅 じた環境保 全
配慮 に よ り、′ト型 コウモ リ類 が集ま るお それ は′トさく、採餌行動 に変化はない もの と予測
され る。

◎環 境影響の回避 ・低減の検討
事業の計画検討に当た り講 じた環境保全配慮 を予測

の前提 として検討 した結果、事業実施 区域周辺に及ぼ
す環境影響の程度は極 めて小 さい と判断 され ることか
ら、環境影響 は、事業者に より実行 可能 な範囲内でで
き る限 り回避 され、又は低減 されて お り、環境の保全
についての配慮 が適正 にな されてい る と評価 した。

◎国又は地方公共 団体 による環境保全 の基準又 は目標 と

の整合性 に係 る評価
沖絶 県が平成 15年4月に策定 した沖縄県環境基本計

画 による と、イ人 と自然 が共生す る潤 いの ある地域づ
く り」に向 けた陸域生態系の保全に係 る施策 と して 「①
陸域生態 系の適正な保全 と創造② 多様な生物の生息 ・
生育環境 の保全③ 森林 ・みど りの整備の推進④豊 かな
自然 （陸域生態系 ）と調和 した社 会づ くり⑤ 自然 との触
れ 合いの場 の保全 と創 造」を推進す るこ ととしてい る。
また、「事業別環境配慮指針J と して、「飛行場の設置
文は変更 の事業」 にお いて、 「貴 重な動植物 の生息 ・
生育環境、優れた景勝地、人が 自然 とふれ あ う重要な
場等の貴重な 自然や文化財等に影響 を及ぼす立地は避
け るように努 めるj、「自然性の高い地域 にあっては、
工事計画、飛行計画の工夫等に よ り、騒音や光等 によ
る野生生物へ の影響 の低減に努 める」、 「その他 、当該
事業の実施 に当た り、周辺衆境へ の影響 について把握

し、環境へ の影響 を最′ト限 にとどめるよ う十分配慮す
る」 と記載 されてお り、これ を環境 保全の基準又は 目
標 とす る。

事業 の計画検討に当た り講 じた緑化等の環境保全配
慮 を洋ず ること等に より、重要な種に及ぼす影響は、
最／ト限に とどめるよう十分配慮 され ていると考 えられ
ることか ら、環境保全の基準又は 目標 との整合 は図 ら
れてい るものと評価 した。

事 業 の計画検 討
に 当た り講 じた環
境保 全配 慮 を予測

の前 提 と して 検討
した結果 、環 境影
響 の程度 は、 極 め
て′トさい もの と判
断 され ることか ら、
環境 保全 措置 を諦
ず る必 要は ない も
の と判断 した。

環境保全 措置 を講 じ
ないこ とか ら事後調査
の必 要はない と判断 し
た。


